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《論文》

中国研究月報  第71巻第 4 号（2017.4）

普遍的な理解に基づいた普遍的な実践も存在しな
い。多文化・多民族主義が，ある国民国家におい
ていかに理解され，政策化され，そして社会構造
化されていくかによって，全く異なった社会的な
現実が同じ名前の「多文化・多民族主義」のもと
に展開されていくことになる。
ではシンガポールにおける多文化・多民族主義
とは何か。第一に，シンガポールの多文化・多民
族主義は，その「多」を構成するサブ・カテゴリ
ーであるエスニック・グループが初めから明確に
定められている。第二に，このエスニック・グル
ープは，人種（形質的特徴）と文化（言語）の組
み合わせで規定されている。人種としての華人，
マレー人，インド人，そしてその他，というカテ
ゴリーに，文化的な要素である言語を組み合せて
規定する。個人の所属するエスニック・グループ
は父系のエスニシティによって決定される。従っ
て華人であれば当然父系が華人であり，マレー人
の父親の子供が華人に分類されることはない。文
化的な要素としての言語は，義務教育のカリキュ
ラムに組み込まれており，エスニック・グループ

［要旨］
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難になっている。が，そんなシンガポールでも人は出会い，国家統治のロジックを

超えて越境する。本論文では，バーバの「第三の場所」を援用して，エスニシティ

の規定を越境する事例（華人から改宗しイスラム教徒になる）を検討し，越境する

主体を明らかにする。

越境する力：シンガポールの日常における第三の場所
――華人イスラム教改宗者の事例から

（オーストラリア国立大学）ヤスコ・ハッサル・コバヤシ

Ⅰ．はじめに

シンガポールのチャンギ空港に到着して，入国
審査に向かう途中目にするのは，「シンガポール
へようこそ」という歓迎する言葉だが，これは四 

つの言語，英語，中国語，マレー語，そしてタミ
ール語，で垂れ幕に書かれて，天井から吊るされ
ている。この天井から吊るされた垂れ幕たちが体
現するのは，シンガポールの多民族・多文化主義
である。多文化主義を標榜する様々な国家が存在
するが，シンガポールでは「多文化主義」と「多
民族主義」が交換可能な概念として使われており，
このように多文化主義と多民族主義が結びつくと
する考え方は，世界的に見ても多数派ではない。
例えば，同じ多文化主義を標榜するオーストラリ
アでは，文化と民族を結びつけることはない。
この違いは「多文化・多民族主義」（Multiracialism， 
multiculturalism）をどのように解釈するか，そし
てどのように実践するのか，という問題と関わっ
てくる。多文化・多民族主義とは，他の「イズム」
と同様に，決して普遍的な概念ではない。従って
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質問者：「あなたは華人ですか」
私：「いえ，違います」
質問者：「インド人ですか」
私：「いえ，違います」
質問者：「では（華人の家に生まれてインド
人の家族の）養女になったのですか」
私：「いえ，違います。電車が来たので失礼
します」⑵

この一見奇妙に思える質問は実はロジカルで，
シンガポールの多文化主義の実践と浸透の結果で
ある。シンガポール人にとって，華人に近い人種
に見える日本人が，インド人が着用すべきサリー
を着て町を歩いているという越境行為は，彼らの
人種と文化を規定する境界線から大幅に外れてい
るためである。この質問はこのような非常事態が
なぜ起こっているのか，ということを彼らの想像
力の及ぶ範囲で整理しようとした試みである。
シンガポールがエスニック・グループに分断さ
れ統治されていたのは，決して独立後だけではな
い。英領マラヤの海峡植民地であった時代に，イ
ギリス植民地政府はシンガポールをエスニック・
グループに沿って分断して統治しており，シンガ
ポールの統治がイギリス植民地の遺産を受け継い
でいるというのはよく言われることである。この
時代にイギリス植民地官僚として東南アジアのイ
ギリス植民地に派遣されていたファーニヴァル
は，この分断された状況を適切に記している。

ビルマやジャバを訪れる人にとって非常に
奇妙に感じられるのは，ヨーロッパ人，中国
人，インド人，そして現地人というグループ
をつなぎ合わせてひとつにまとめたような光
景である。それはもっとも，厳密な意味でい
うと寄せ集めであるのだ。彼らは混ざること
はあるが，混ざり合うことはないのだ。それ
ぞれのグループが独自の宗教，文化，言語，

による分類に従って，必修の英語のほかに選択で
きる第二言語が決定される。華人であれば，中国
語を選択し，マレー人であれば，マレー語を選択
する。この事例から明らかなのは，「文化」と「人
種」がセットにされることによって，シンガポー
ルのエスニックなサブ・カテゴリーが規定されて
いるということである。
身分証明書にも書き込まれる，統治のカテゴリ
ーであるエスニック・グループは，管理可能なサ
ブ・グループとして国民国家の枠組みのなかに置
かれ，そのサブ・グループの範疇は固定され，可
視化され，社会的表象をも伴わせる。更に重要な
ことは，この統治のカテゴリーであったエスニッ
ク・グループが，徐々に社会に浸透し，今や生か
されるカテゴリーから，生きるカテゴリーとなり，
シンガポール人自らが，様々な場面で自らを認
識するための枠組みとなっている⑴。この結果，
エスニック・カテゴリーは緩やかな枠組みではな
く，むしろより実体化されたサブ・カテゴリーと
して認識され，機能し，シンガポールの社会的風
景の織物に横糸として織り込まれてゆく。 

文化と人種によって規定された統治のカテゴリ
ーを担う主体である各エスニック・グループは，
その境界を維持しながら，シンガポール社会で共
存している。このために，エスニック・グループ
を越境した主体を日常的に想像することは，あま
り容易な作業ではない。先述したように，例えば
マレー語を話すのであればマレー人で，その人は
イスラム教徒である，という具合に文化と人種が
不可分な一つのセットとなって特定のエスニッ
ク・グループ（この場合はマレー人）として理解
されている。このために，日本人であるが故に視
覚的な人種がシンガポール華人に近い私が，イン
ド人が身につけるサリーを着て通勤した時に，以
下のようなやり取りを，何度か通勤電車とバスの
中で経験することになった。
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は，分断して統治せよ（Divide and Rule）の理念
が植民地社会で体現されると，いかなる現実が形
成されるのかということを実証的に明らかにする
ために，最も効果的な社会的現実に目を向けてい
たと思われる。しかし，この分断を語る文章の中
に，ファーニヴァルは，同時に，人々が混ざる場
所―市場―を指摘している。
人が出会ったときに，どのように接触し，交流
し，またどのように越境し，既存の慣れ親しんだ
存在を変えていくのか，あるいは挑戦していくの
か，という問題は，極めて現代的な問いである。
21世紀になり旧植民地が独立し，世界中がウエ
スト・ファリア体制の一員となっても，依然とし
て継続する植民地支配者と植民地被支配者の境界
線を見つめて来たポストコロニアル研究は，植民
地支配者と植民地被支配者との境界線を様々な視
点から検討してきた。そして，それは単に植民地
支配者と植民地被支配者だけでなく，権力者と非
権力者，マジョリティとマイノリティという類似
的な権力構造を持つ関係性を検討することにも影
響を与えてきた。ファノンは自らも植民地被支配
者であり，植民地被支配者の視点から，支配者
と植民地被支配者との境界線を検討してきた⑷。
サイードは，現実とは異なる「東洋」という想像
をいかに作り上げていったのかを検討し，植民地
支配者がメトロポリスで作り出してきた自分た
ちと被支配者という境界線を明らかにした⑸。フ
ァノン同様にグーハはインドの農民の視点から，
植民地被支配者と植民地支配者という構図で，植
民地被支配者と植民地支配者の境界を見つめた
が，ファノンと異なるのは，植民地被支配者の持
つ主体性を見いだしたことである⑹。
チャクラバルティが指摘するように，グーハが
率いたサバルタン・スタディーズまでの研究が植
民地被支配者と植民地支配者との二項対立を前提
として読み込んでいたことに対して，実はこの二
項対立の外に触れられもしない主体があることを

そして独自の考え方や作法を持っている。個
人的には，彼らは（異なるグループの人々に）
出会っている。が，それは唯一，市場で商品
を売買するときのみである。これが複合社会
である。同じ政治的なユニットの中で，コミ
ュニティの異なるセクションが互いに隣り
合っているが，しかし分断されて存在してい
る。経済的な空間でもこの人種に沿った分断
は存在している⑶。

ファーニヴァルのこの観察は複合社会論と呼ば
れ，マレーシアやシンガポール社会を説明する概
念として，また東南アジア地域を越えて人類学や
社会学に洋の東西を問わず援用され議論されてき
た。この複合社会論が概念としていかに有効か否
かを議論するのは，この論文の目的ではない。そ
れよりさらに興味深いことが，実はこの一文には
表れている。というのは，ヨーロッパ人，中国人，
インド人，そして現地人というグループに沿って
人々が分断されて暮らしている日常を非常に奇妙
に思い観察しながら，実は，人々が出会って交流
している場所があることはある，ということをフ
ァーニヴァルは示している。それは市場である。
市場で日常必需品を手に入れるためにやってくる
人々は，言語，宗教，文化を越えて，出会い，や
りとりをして買い物をし，会話を交わして交わっ
ているわけである。ここでファーニヴァルが問題
にしているのは，市場で交換される物や金（資本）
ではない。それは，日ごろ分断されている人々が
交流しているこということである。　
イギリス植民地官僚であったファーニヴァル
は，植民地経済を活性化させるために華僑や印僑
を東南アジアの現地人の都合には関係なく輸入
し，植民地統治者としてのヨーロッパ人が植民地
社会の頂点に座っているという構図を批判的に捉
えようとしていた。このために，各民族が分断さ
れながらも共存していることに焦点を当てたの
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「シンガポール社会＝権威主義的体制政府の政策」
という一般的な方程式は，シンガポール社会の持
つ政府イデオロギー以外の強さや豊かさを，我々
に伝えてはくれない。ここではファーニヴァルの
ように，強化浸透するエスニックなカテゴリーを
認めつつ，しかし同時に，密かに起こっている日
常における越境を検討したい。具体的な事例とし
て，シンガポール社会でマジョリティとして生き
る華人たちが，華人という枠組みを越えて，マレ
ー人の宗教であると思われているイスラム教に改
宗するケースを取り上げる。具体例に入る前に，
次の章では，まず，越境が起こっているシンガポ
ールの社会風景を明らかにする。

Ⅱ．シンガポールのエスニシティと社会構造

越境を検討する前に，その越境が起こっている
社会的風景を明らかにするうえで，まずシンガポ
ール社会のエスニシティの構成と，エスニシティ
とは何を意味するのか，ということを示すことと
する。シンガポールにおいては，華人（Chinese）
が人口の約75％を占め，マレー人（Malays）（13.3
％），インド人（Indians）（9.1％），そしてその他
（Others）（3.2％）と続く。この人口比は，総人口
が下降傾向を見せるなか，ほとんどこの10年の間
変化がなく継続されている。
エスニック・グループは社会のあらゆる場所
で，人々のアイデンティティを規定するべく機能
している。教育では，華人として華人の家庭に生
まれた子供たちは，学校での「母語」として中国

示したのが，スピヴァクとバーバである⑺。スピ
ヴァクはグーハ等のサバルタン・スタディーズに
は，実は女性の主体が完全に脱落していることを，
女性の声が植民地の文章に全く現れてこないこと
を指摘することで明らかにした⑻。バーバは，植
民地支配者と植民地被支配者がそれぞれに持つ非
常に複雑な感情を文学から読み取り，均質ではな
い他者と出会うことが，単に植民地支配者と植民
地被支配者という単純な二項対立ではなく，相互
に様々な感情を持ち（白人が有色人種の男性の肉
体に持つ憧憬，有色人種の女性に持つ欲望や，現
地人が実は白人はそれほど強くないということを
認識し，彼らの政治的な優位性とは別にその権威
をあざ笑い始める），お互いの関係性を崩してい
くことを指摘した。そこでは，現地人たちは，以
前の現地人ではなく，また白人に憧憬と敬意を
持った現地人でもない。ずらされた主体は別の，
現地人でもない植民地支配者でもない，第三の主
体を立ち上がらせるのである⑼。
この論文では，二人のイギリス系研究者，ファ
ーニヴァルとバーバの視点を借りて，文化的，言
語的，宗教的，そして人種的な境界線で分断され
たエスニック・グループが並列し共存しているシ
ンガポール社会において，どのような越境が日常
で起こっているのか，ということを検討したい。
21世紀のポストコロニアルなシンガポールでは，
ヨーロッパ人ではなく華人がイエロー・マスター
として，シンガポール最大のマジョリティとして
政治・経済・社会的な権力を担っている。イギリ
ス植民地統治にも匹敵する厳密なエスニック・ボ
ーダーの管理を実践するシンガポールにおいて，
シンガポールにおけるエスニック・グループの間
の越境が語られることはそれほど日常的ではな
く，あまり問題にもされてこなかった。「明るい
北朝鮮」と呼ばれ権威主義国家の面影を今日も留
めるシンガポールで，社会が統治のロジックと連
動して動いていると解釈するのは容易い。しかし

図 1　エスニシティの人口比比較⑽
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る住宅に居住している⑿。
シンガポール政府はこの住宅を販売する際に，
一箇所に同じエスニック・グループが集住しない
ように，人口比に対応して住宅のエスニック・グ
ループ割合を決定している。このために，シンガ
ポールの公営住宅では，特定のエスニック・グル
ープの集住地区になることなく，華人，マレー人，
インド人が必ず共存して居住している。
国民の祝日も，建国記念日，新年及び労働者の
日以外は，各エスニック・グループに対応して設
定されている。建国記念日，新年，労働者の日を
除く祝日すべてが，各エスニック・グループの文
化及び宗教に対応している。表 1が示すように，
それぞれのエスニック・グループのマジョリティ
がおおむね所属している宗教がある。華人に関し
ては，仏教及びキリスト教である。マレー人は圧
倒的にイスラム教でる。そしてインド人は，ヒン
ドゥー教が多数派を占める。その他は，キリスト
教が多数派である。
これに対応して，キリスト教の聖金曜日，クリ
スマス及び仏教の花祭り，そして世界の中国人及
び中国系の人たちがグローバルに祝う旧正月が祝
日として制定されている。また，マレー人に関し
ては人口のほとんどがイスラム教徒であることか
ら，イスラム教に基づく祝日である，断食明けの
お祭り，そして犠牲祭が定められている。そして

語を選択しなければなない。同様に，マレー人の
家庭に生まれた子供たちは，マレー語を母語とし
て選択しなければならず，インド人の家に生まれ
た子供たちはタミール語を選択する。このために
母語の選択には，人種が不可分の役割を果たすこ
とになる。例えばオーストラリアで，日本人の父
を持つ子供が，日本語を学校で履修しなければな
らないということは，個人の選択以外にありえな
い。社会システムとして，特定の言語の選択を規
定し強制するものは何もないのである。
宗教に関しては，下の表 1が示すように，必ず
しもあるエスニック・グループにある特定の宗教
が人種と対応した文化的な要素として対応してい
るわけではないが，マレー人に関しては，マレー
人の人口の99％がイスラム教徒であるために，マ
レー人とイスラム教徒というのが互換可能な概念
として理解されている。
言語以外にこのエスニック・グループの枠組み
を担保するのが，住宅である。国土の狭いシンガ
ポールでは，高層住宅が一般的であり，シンガポ
ール人は政府が提供する集合住宅，HDB（Housing 

Development Board）に住んでいる。住宅をすべ
ての人に提供する，というのが建国当時のシンガ
ポールの与党である，人民行動党（Peopleʼs 

Action Party）の正当性を担保した。このためシ
ンガポールでは人口の約75％がこの政府が提供す

表 1　エスニック・グループの宗教分布⑾

図 エスニシティの人口比比較
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れが意味するのは，シンガポールの統計にはエス
ニック・グループ毎の統計収集と分析が行われ，
客観性を伴わせた現実を形成できる，ということ
である。統計が示す現実が，社会の現実として提
示されることになるのは，イギリス帝国植民地で
あった当時と変わらない。イギリス官僚が人種（次
の史料では，今日的な意味でのエスニック・グル
ープとして使われている）の概念を持たない「東
洋の人々」に辟易しながら，こうつぶやいている。

いかなるかたちであれ，科学的，且つ論理
的に一貫性のある分類を達成するのは，著し
く困難であり，むしろその困難は拡大するば
かりである。というのも東洋の人々の大半は
明確な人種（エスニック・グループ）の概念，
そして，最も重要なものとして組織的な宗教
の概念を持たないからである⒁。

では，一体どのような「人種（エスニック・グ
ループ）」概念を当時の英領マラヤの人々は持っ
ていたのだろうか。1947年の統計作成者の役人は
次のように記している。

一般的な人に理解されている「人種（エス
ニック・グループ）」という概念は，どのコ
ミュティがある個人を受け入れているか，と
いうことだと理解されている。したがって，
もしも華人のイスラム教改宗者が「マレー
人」と書いた場合，それはあらゆる意味で事
実上，マレー人コミュニティの一員である⒂。

現代シンガポールより，実は，はるかに緩やか
に，そして一貫性がない現実に貫かれたエスニッ
ク・グループの統計は，植民地官僚の統治の道具
としての要請に形式的に適うように作られたもの
であった。たとえ華人であっても，マレー人と書
いた場合は，そのコミュニティへの帰属意識を尊

ヒンドゥー教が多数を占めるインド人に対して
は，ヒンドゥー教の正月となるディーパーヴリー
を祭日として設定している。
さらに重要なのはこれらの祝日の「祝われ方」
である。華人にとっては重要な旧正月は，マレー
人やインド人にはあまり意味を持たない。このた
めに，彼らはこの旧正月を使って旅行に出かけた
りする。またイスラム教徒であるマレー人の祝日
である断食明けのお祭りと犠牲祭は，華人とイン
ド人にはまったく関係がなく，「マレー人の家に
呼ばれたこともないので，どう祝っているのか知
らない」というのが，華人やインド人たちの一般
的な反応である。そして最も数の少ないインド人
のお祭りであるヒンドゥー正月に至っては，イン
ド人街であるリトル・インディアにでも行かない
限り，店舗や街頭が装飾されることもないため，
何のための祝日なのか，シンガポール全土ではわ
かりづらい。アメリカ人の同僚が「言われなけれ
ば，なぜ今日が祝日なのかもわからない」という
表現がこの状況をよく表している。当然，華人も
マレー人もこの日は何も関係がなく，買い物をし
たり，映画を見て終わるのが一般的な過ごし方で
ある。
こうしたエスニシティはシンガポール人が携帯
する身分証明書にも書き込まれている。そしてこ

表 2　2016年の祝日（人材省のサイトより作成）⒀

日付 祝日

月 日 （新年）

月 日 （旧正月）

月 日 （聖金曜日）

月 日 （労働者の日）

月 日 （花祭り）

月 日 （ハリラヤ・プアサ：断食明けのお祭り）

月 日 （建国記念日）

月 日 （ハリラヤ・ハジ：犠牲祭）

月 日 （ディーパーヴリー：ヒンドゥー正月）

月 日 （クリスマス）
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Ⅲ．シンガポール社会での越境とは

植民地時代と高い連続性を持つシンガポールに
おいて，先に見たようにエスニック・グループは，
イギリス植民地統治時代よりもはるかに厳格に，
形式としてではなく現実として，政策や社会を構
成する基本要素である。では，ファーニヴァルが
見たように，人々が出会い，交わることはあるの
だろうか。分厚い壁を持った箱に入ったエスニッ
ク・グループたちが，バーバが提示するように，
出会えば不可避にもともとのあり方を超えて，第
三の主体を形成するのだろうか。バーバは，人が
自らのアイデンティティを個人のレベルで検討す
るときに展開される葛藤を，文学の中で見てきた
ために，彼の理論には第三の主体を形成する，つ
まり越境することに対する構造的な要素（経済・
社会的なコスト）についてはあまり検討していな
い。しかし一般に生きている人間にとって，何か
を越える，ということは変化を伴うことであり，
従ってさまざまなコストを伴うことでもある。こ
のために，最もコストが低い越境であっても，そ
れを越えるには葛藤や困難が伴う。また，政府の
統治ロジックによって実体化されたエスニシティ
を生きるシンガポール人の現実は，エスニック・
カテゴリーを越えた存在を想起する社会的想像力
も必然的に希薄になっていく。そのような社会で
の越境のコストは低くないにしろ，その可能性は，
決してゼロではない。以下ではその事例として，
華人とイスラム教徒の越境を考察してみたい。

1．華人でイスラム教徒になった女性
シンガポールの一般大衆の声を伝えるという目
的で始められた『現実のシンガポール』（The 

Real Singapore） というウェブ・ジャーナルに「シ
ンガポールで華人のイスラム教改宗者が直面する
大きな試練」（Big Tests I faced as a Chinese Muslim 

convert in Singapore）という記事が掲載された。

重して，人種（エスニック・グループ）的には華
人でも，統計上はマレー人となった。つまり，形
式的に人種（エスニック・グループ）という箱に，
植民地被支配者を分類できればよかったのであ
る。しかし，この官僚業務として形式的に作られ
た人種（エスニック・グループ）という箱は，徐々
に英領マラヤや海峡植民地（シンガポール，ペナ
ン，マラッカ）で重要な役割を果たすようになり，
「現実的な信頼性はともかくとして」⒃，独立後
も維持されるエスニック・グループの枠組みにな
り，それが今もシンガポールの社会的現実を形成
している。そして現代シンガポールでも，この統
計はエスニック・グループを分断しつつ支配する
のに重要な役割を果たしている。例えばイギリス
植民地時代から言われてきた「マレー人は怠け者
で，遅れている人々である」という神話が，神話
でなくなるのは，シンガポール政府が独立後に，
エスニック・グループ毎の統計を使用して，彼ら
が，華人と比較して，どの点でいかに遅れている
のか，ということを明らかにしていったためであ
る⒄。数値化され客観性が伴われたエスニック・
グループは，揺るぎないカテゴリーとして，シン
ガポール人の日常を規定してきた。植民地時代か
ら受け継がれたこのエスニック・グループの分類
は，今や単なる分類という半ばいい加減な箱では
ない。お互いにそれぞれにエスニック・グループ
に分かれて，その境界線を維持しつつ共存する社
会を形成するというシンガポールの国家イデオロ
ギーに基づく正当性をもって，シンガポール政府
の社会統治のユニットになっている。ファーニヴ
ァルが驚きを持って観察した，多様な民族が分か
れて共存する社会―複合社会―は，白人が社
会の頂点として君臨していたという点を除けば，
独立国家となった21世紀のシンガポールの社会風
景と同じである。
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ひとつの準備として始めたイスラム教を学ぶこと
は，いつしか彼女にとって心から信じられる信仰
になった。そしてイスラム教に基づく実践に対し
ても深い理解がもてるようになり，逆戻りするこ
とはないと思えたときに，大きく彼女の前に立ち
はだかったのは「いかにこのことを両親に伝える
か」ということであった。

どうやってこの私に起こった変化を両親に
伝えればいいものか……人々は変化を嫌う
……大半の人は彼らの人生を自分と同じ人種
と文化の人と生きている�。

彼女が記述するように，自分と同じ「人種」と
「文化」ではない場所へ境を越えていく試練はま
るで「狂人のように荒れ狂う海が目前にあるよう
なものだ」�という。その彼女の言葉通り，彼女
の改宗とマレー人イスラム教徒の男性と結婚する
という選択は，華人の家族から理解されるすべも
なかった。彼女の両親は，娘がイスラム教徒でマ
レー人の男性との結婚を視野に入れて交際してい
るという事実を受け入れず，むしろ拒否する。そ
の上，さまざまに中傷され，イスラムによるテロ
が世界的に吹き荒れたこともあり，「お前はイス
ラム教徒の男性を好意的に見ているかもしれない
が，彼らは同じイスラム教徒の女性をレイプし，
爆弾を落とすような輩であることが理解できない
のか」�と問われることになった。また彼女がイ
スラム教に改宗しイスラム教徒になったことは，
今日に至るまで両親と兄弟以外の彼女の親族に
は，知らされていない。
もっとも困難だったのは実際に結婚することに
なり，その事実を父親に報告した時である。この
結婚というのは，一般的に想像される結婚式とは
若干異なる。結婚を宗教的な契約であるとするイ
スラム教では，結婚を法的に登録する式をまずイ
スラム寺院（モスク）で行う。それによって法的

この投稿を要約すると，タイトルの示す通り，華
人でありながら，マレー人の宗教であると一般的
に認識されているイスラム教に改宗した彼女の
前に大きく横たわる挑戦に関するものである⒅。
先の表 2で示したように，シンガポールのマレー
人は約99％がイスラム教徒であるために，マレー
人＝イスラム教徒，と一般的に理解されている。
このマレー人を規定する要素であるイスラム教は
当然，華人とはまったく関係ないものとして理解
されている。このために，華人がイスラム教に改
宗するということは，華人とマレー人／イスラム
教徒の厚い壁を突き破るという大きなコストが伴
うことになる。その困難さが「試練」という言葉
でタイトルに表現されている。
華人改宗者の女性が「シンガポールは多文化・
多民族主義の国であるのだから，他の異なる文化
や異なる宗教に対して寛容であるはずではないの
か」⒆と，改めて疑問をなげかけているのは，改
宗するということを通じて，彼女がシンガポール
の多文化・多民族主義がどのようなものかを問い
直さなければならないポジションに置かれたこと
に他ならない。

私たち華人が，素敵なイスラム教徒のパー
トナーに出会い，イスラム教について学びは
じめるとしましょう。そこで，私たちは両親
に対してオープンに「お父さん，お母さん，
私はマレー人でイスラム教徒のボーイフレン
ドがいます。ですので，イスラム教について
学んでいます。素晴らしいでしょ」と言える
でしょうか。そんなことが言えるのは，おそ
らくほんの一握りの幸運な人だけです。決し
てマジョリティではないのです⒇。

華人の両親にとって理解しがたい選択をした彼
女は，両親に内緒でイスラム教について学び，理
解を深めていった。結婚したいという希望と共に，
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うとするが，この暴力を搔い潜って彼女は家を出
ることに成功する。その足で警察に出向き，父の
追跡を防ぐために警察で一晩を過ごしてから，義
理の親の家に向かい，彼女の夫と合流する。結婚
契約締結の場所となっているスルタン・モスク
（スルタン・イスラム寺院）に向かう途中，彼女
は自分の両親が結婚式を阻止するためにスルタ
ン・モスクで待ち構えていることを知らされる。
両親の更なる妨害を回避するために，急遽，電話
で結婚式の場所をスルタン・モスクからハジ・フ
ァティマ・モスク（ハジ・ファティマ・イスラム
寺院）に変更する手続きをし，夫側の親戚に変更
を通知し，ハジ・ファティマ・モスクに急行した。

車を降りてから，私たちは出来るだけ早く
走った。私は裸足だった……夫はすばやくウ
エディング・コートを羽織ったが，下は（衣
装到着が間に合わず）ジーンズを履いたまま
だった。すばやくモスクの室内に向かい，ホ
ールの角に座り，結婚の儀式を執り行った。
すべてが終わったときに，安堵のあまり，溜
息が漏れた。まるで大きな石をおろしたよう
に……私は華人でありイスラム教徒改宗者で
あることを誇りに思うべきだ，という考えか
ら，華人を象徴する赤い色のレースに金色の
縁取りが入った（イスラム教徒のウエディン
グ）ドレスを用意していたが，それに手を通
すことは，出来なかった�。

その後，彼女の手記によれば，いまだに華人の
最も重要であるといわれている旧正月に，夫が招
待されたことはないという。しかし，彼女は父親
が少しずつ，自分がイスラム教徒であることを認
めてくれてきていることを記している。この家族
の事例が示すように，華人とマレー人イスラム教
徒の壁は厚い。にもかかわらず，マレー人と何の
関係もなかった華人の女性は，マレー人の男性と

な意味で正式に結婚が登録されることになる。当
初は夫を受け入れない父には告げずに結婚する予
定であった彼女は，母親の説得に従って，この式
を明日に控えた日に，父に翌日に結婚することを
告げる。予想通り，家庭内状況はコントロール不
可能になる。彼女の父親は「社会的規範（social 

norms）」に従った形で結婚することを望んだ。こ
の場合の社会的規範とは，以下のようなものであ
る。彼女は経済的な理由で大学には進学していな
いのだが，彼女の父親は，彼女がもっと勉強し（何
らかの資格等を取り），2，3 年働き，職場できち
んとした男性に出会い，家を買い，それから結婚
することが，社会的な成功と安定のために必要で
ある，と説く。実力至上主義が国家イデオロギー
であるシンガポールらしい考え方であり，同時に
これは，マジョリティである華人が圧倒多数を占
める政府与党，シンガポール人民行動党によって，
シンガポールの建国時のイデオロギーとして設定
されたものである。そしてこの実力至上主義に馴
染まないマレー人たちにとって，シンガポール独
立以降，いかにして新たに導入された，あまりな
じみのない国家イデオロギーに適応して生きてい
くか，ということが，彼ら彼女らの課題でもあっ
た�。しかし，この「マレー人的」な価値観は，
実はマレー人の専売特許ではなく，華人を排除し
てもいない。事実マレー人イスラム教徒と結婚し
ようとするこの華人女性も「お金がすべてではな
いし，生きていくうえで確実なことは何もない」�

と明言している。
この文化的に異なる社会的規範を越えられない
華人女性改宗者の父親は，結婚式の前日に自ら娘
を監禁し，「もし彼女が家を出るのであれば自分
は命を絶つ」と脅迫する一方で，妻には「娘は結
婚式をキャンセルする」�と相手の家族に伝える
ように命じる。最終手段として彼女は両親を振り
切って家を出ようとする。当然この過程で彼女の
父は，娘を暴力を使ってでも家に縛り付けておこ
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して，1977年には，シンガポール・イスラム諮問
委員会（Islamic Religious Council of Singapore）の
傘下となり�，1978年に同諮問委員会から 1 万
9000ドルの資金提供を受け�，1979年に，リズア
ン・アブドゥーラ・ウーの新しいリーダーシップ
の下に，独立した団体となった。独立した団体と
なったことを契機に，シンガポール・イスラム教
徒改宗者協会（The Muslim Convertsʼ Association of 

Singapore）と名前を改め，新たなスタートを切っ
たのである。
この改宗者協会の戧始者，リズアン・アブドゥ
ーラ・ウーは，元々はキリスト教徒であり，シン
ガポール華人である。彼は，シンガポールの最高
学府であるシンガポール国立大学（National 

University of Singapore）の政治学部を卒業し，そ
の後キリスト教の使徒として彼のキャリアをスタ
ートさせた。シンガポールで，カトリック教会の
神父として人々を導いていた時期もある。そんな
彼が何故，神父を辞めることを決意したのか。彼
曰く，「神父をしていた時は幸せを感じられなかっ
たのです。毎日何となくやり過ごしていた感じで，
これだ，という感じが得られなかったのです」�

と。彼が いろいろと悩み，葛藤しながら神父を
続ける日々の中で，ある日「偶然に」彼はイスラ
ム教に関する書物を手にすることになる。それを
読み始めてから，イスラム教の教えに対する興味
は一層高まり，コーランを読むようになり，イス
ラム教の教えに魅了され，いつしか改宗を決心す
るまでに至った。
改宗しようとした彼が直面することになったの
は，改宗者にとっての環境が整っていないシンガ
ポールの実情であった。彼がイスラム教を学ぶ過
程で，マレーおよびインド系のイスラム教徒の団
体である，シンガポール・イスラム教伝導協会
（Muslim Missionary Society Singapore）が提供する
イスラム教の知識を深めるためのコースに通うこ
とになる。イスラム教を学んでいく過程で彼が経

出会っている。そして，大きなコストを伴いなが
らも，そしてこれからも彼女が認めるように試練
が続くであろうが，彼女は越境をした。彼女が注
文したウエディングドレスのように，華人として
の彼女とイスラム教徒としての彼女が出会った，
新たな「第三の彼女」が，ここに誕生した，と言
えるのだ。

2．イスラム教徒改宗者協会
先の，女性の華人イスラム教徒改宗者のような
越境をした人々は，どのようなイスラム教徒と理
解されるのだろうか。この華人女性改宗者の手記
が示すのは，越境をしたために華人としてマイノ
リティとなった，ということである。この華人女
性は，イスラム教に改宗した時点で，もうひとつ
のマイノリティ性も引き受けている。それは，華
人の改宗者は，シンガポールのイスラム教徒の中
でもマイノリティである，ということである。彼
女のような後に改宗を経てイスラム教徒になった
人々が設立した協会が，シンガポール・イスラム
教徒改宗者協会 （The Muslim Convertsʼ Association 

of Singapore）である。では，この改宗者協会は
どのようにして設立され，どのような社会の需要
を受け止め，今日まで継続しているのだろうか。
ここでは，この協会の戧設者となったリズアン・
アブドゥーラ・ウー（Bro. Ridzuan Abdullah Wu）
の越境の経験と共に，シンガポール・イスラム教
徒改宗者協会を考察する。
シンガポールが1965年に独立してから，イスラ
ム教改宗者のための団体はしばらくの間存在しな
かったが，何らかの形で改宗者たちのための団体
が必要であるという認識は，1970年代初頭から存
在した�。1973年に，新しくイスラム教に改宗す
る人々がお互いに集い，宗教的及び社会的な関係
を作る場所として，「新しい兄弟たち」（The New 

Brothers Group）が結成され，シンガポールでイ
スラム教の改宗者が集える場所を提供した�。そ
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ラム教徒改宗者協会である。戧立から30年以上を
経た現在，イスラム教徒改宗者協会はシンガポー
ルの改宗者のメッカとして，重要な役割を果たし
ている。シンガポール人の改宗者はもちろん， シ
ンガポールのマレー人との結婚を控えた日本人の
女性も，シンガポール・イスラム教徒改宗者協会
のコースに通っていた。彼女曰く，「よく，改宗
者協会の外で私が『イスラム教徒になりたいので
す』というと，マレー人になりたいのかと聞かれ
ます。イスラムの教えは全ての人に開かれており，
マレー人だけに限定される教えではないのです
が」�と。 彼女もまた，マレー人＝イスラム教と
いう方程式が生み出す社会的空間に集約されない
存在である。彼女のような改宗者は，イスラム教
徒改宗者協会が提供するシンガポールの多文化・
多民族主義の枠組みを越えた， グローバルなイス
ラム教の場に集うことになる。実際に，イスラム
教徒改宗者協会にはシンガポール人だけではな
く，国籍に関係なくイスラム教徒たち，及び未来
のイスラム教徒たちが出入りしている。
多国籍なイスラム教徒及び未来のイスラム教徒
たちにとって，改宗者協会のグローバルな環境は
確かに魅力的であろうが，彼らがここに集うのは，
単にそのグローバル性だけではない。直接にモス
クに行かずに，イスラム教徒改宗者協会に改宗の
ために通うもう一つの理由は，非常によく考案さ
れたイスラム教を学ぶためのコースがあるからで
ある。ウー自身が経験した困難―改宗者がイス
ラム教を理解し，その教えを深めるための環境が
ない―を改善するべくイスラム教徒改宗者協会
は設立された。その意図を反映し，同協会が提供
するコースは，改宗者たちの理解の度合いを段階
的に深めるようにデザインされており，何が達成
できるのかが明確であり，一見すると，大学のシ
ラバスに類似した構造になっている。
先述の日本人の改宗希望の女性も，イスラム
教徒改宗者協会のコースを選んだ理由は，「コー

験したのは，当時のシンガポールで提供されてい
たコースは，いわゆるイスラム教徒として生まれ
てイスラム教を信仰しているイスラム教徒（Born 

Muslims）を前提にしているという現実であった。
このために，イスラム教を全く知ることなく成人
した人が，イスラム教を学び，理解を深めるのに
適切なコースや講習といったものが，皆無であっ
た。この経験を通じて，彼はイスラム教に改宗し
たイスラム教徒たちのための団体を，設立する必
要を強く感じたという�。
そして彼は，イスラム教を学ぶ過程で，生まれ
ながらにしてイスラム教徒であるマレー人および
一部のインド人を相対化して検討する機会を得
る。というのも，彼がイスラム教を学び，多くの
書物を読み進めるなかで，様々な疑問が生じるこ
とになった。それはイスラム教の教義についての
深い疑問であることもあれば，イスラム教徒とし
て日常，どう振る舞えばいいのか，というような
卑近な問い―例えばどうやって毎日のお祈りを
するのか―等もあった。卑近な問いを生まれた
ときからイスラム教徒であるマレー人たちに聞い
てみても，往々に，彼らの答えは曖昧であり，何
を根拠にしているのかもはっきりしないことも
あったという�。そういう生まれながらのイスラ
ム教徒たちに接しながら初めて，イスラム教徒に
生まれたからといって必ずしも彼らがすべてを理
解しているわけでもなければ，彼らの理解が常に
正しいわけでもない，という現実を経験した�。
つまり，彼は，生まれながらのイスラム教徒たち
の持つ「権威」の解体を目の当たりにしたわけで
ある。この経験から彼は，イスラム教徒である，
ということは，イスラム教徒として生まれること
ではなく，イスラム教を学び続け，そしてイスラ
ム教徒を選び続けるという行為によって可能にな
るのだ，ということを確信する�。
この思いを形にしたのが，彼のリーダーシップ
の下で1979年に設立された，シンガポール・イス
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国籍や民族に関わりなく，イスラム教の家に生ま
れたイスラム教徒たちも，そうでない改宗者も，
イスラム教徒であるために学び続けること，そし
てイスラム教を選び続けるということは変わらな
い。イスラム教徒改宗者協会は，国籍や民族を越
えて改宗者と改宗者ではないイスラム教徒たちが
出会い，そして共に学ぶ場所を提供することに
よって両者を結びつけているわけである。
華人がイスラム教徒に改宗することは決して容
易なことではない。しかし「偶然」にイスラム教
に出会ったウーは，二つの場―華人という場と
マレー人が大多数を占めるイスラム教という場
―の壁を越えた。そして生まれながらのイスラ
ム教徒では気づけなかったことに気づく。つまり，
イスラム教徒であるということは，マレー人でイ
スラム教徒に生まれることではない，イスラム教
は全ての人に開かれているグローバルな宗教であ
り，イスラム教徒であるということは，イスラム
教を学び理解を深め，自らを導く宗教として選び
続け，信仰し続ける，ということである。そして，
それを実践するべく，イスラム教徒改宗者協会を
設立した。ここに，マレー人イスラム教徒でも，
華人でもない，華人改宗者イスラム教徒という第
三の主体によって，第三の場が誕生したのである。

3．ハラル・チキンライス 
移民国家で食は非常に興味深い研究の対象に
なってきた。というのも，食の歴史を紐解くこと
は，移動と越境の歴史を紐解くことになるからで
ある。例えばオーストラリアのマレーシア華人の
移民史を研究するチョーはオーストラリアで非常
に人気のあるマレーシア料理として知られる豚肉
のサテー（肉を小さく切り，タレに漬け込み，串
に刺して炭火で焼いた串焼き）の歴史を巡ること
で，トランス・ナショナルな移民の歴史を紐解い
ている。東南アジアにおいては，サテーはイスラ
ム系の人々の食べ物であるために，豚肉を禁じて

スが，イスラム教徒ではなくイスラム教に改宗
しようとする人々のために作られているために，
非常に学びやすい」�，ということを理由にあげ
ていた。もちろんイスラム教は制度化されたコー
スの如きものでは学びきれない壮大な宗教である
という意見も存在するが，全くの初心者にとって，
イスラム教の正確な基礎知識を習得し，イスラム
教徒としてどう振る舞えばいいのか，ということ
を効率よく学びたいというのが，現実的な要請で
ある。イスラム教徒改宗者協会はこの現実的な要
請に応えているのである。
そして更に興味深いことは，イスラム教徒改宗
者協会のテーマ別コースには，改宗者以外のイス
ラム教徒，つまり生まれながらのイスラム教徒で
ある，シンガポールのマレー人も履修しにやって
くることだ。例えば，「幸せな結婚生活のための
コース」では，イスラム教徒としてどうやって結
婚生活を幸せに継続させるか，というようなこと
を学ぶために，多くの若いマレー人イスラム教徒
のカップルが通ってくる。彼らは，「イスラム教
徒に生まれたから必ずしも全てがわかっているわ
けではない」というウーの経験を証明している。

表 3　初心者用コースのプログラム�

表 4　コース内容の一例�
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表 コース内容の一例

•  イスラームにおける一神教の概念

• 預言者ムハマッドとそれ以前の預言者

• 完全な神による導き

• イスラム教で使用される一般的な言葉について

• イスラム教徒になるとは

•イスラム教の信念体系 信条に関する６項目

•イスラム教としての生き方 イスラム教の５柱に関する理解

•より良いイスラム教徒であるための実践とその重要性

• 一日５回の礼拝の実践的な訓練

この授業では実際に教師が実践で礼拝の仕方を示し、段階的にどう

やって礼拝を実践するべきなのか教授する。

• 礼拝のすべて イスラム教徒としての慣行及びイスラム教徒の義務

としての礼拝時の朗読について総合的に学ぶ

• 組織的ではない慣行的な礼拝（モスクに入るときなど）

• 組織的で慣行的な礼拝（断食中の礼拝等）

• 金曜日の礼拝と旅行中の礼拝について
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文化主義のためである」という説明を深く検討す
ることはなかったが，このロジックには飛躍があ
る。
もし単に，様々な要素が混ざった料理が生成す
ることがマルチ・カルチャラルだとしても，何故，
華人の食べるチキンライスとイスラム教徒たちが
食べることができるハラル・フードの組み合わせ
になったのかに関しては，偶然以上の説明が必要
になる。このハラル・チキンライスも，サテ・バ
ビ（豚肉のサテー）同様に，ただ偶然のマルチ・
カルチャラリズムの産物ではない。ハラル・チキ
ンライスは，実はイスラム教徒改宗者協会の華人
の改宗者たちによって編み出されたのである。
ハラル・チキンライスの誕生については，イス
ラム教徒改宗者協会から出版されている雑誌，『ム
スリム・リーダーズ』（the Muslim Readers）に掲
載されている。その記事によれば，改宗後もチキ
ンライスおよび華人たちが好む料理（ホッケン・
ミーなど）を改宗者に提供しようと，6 人の華人
の改宗者が集まって資金および労働力を提供し，
小マレー村（Little Malay Village）と呼ばれるべ
ドック（Bedok）という町に，華人イスラム教徒
の屋台を出した。これがハラル・チキンライスの
誕生である。その後，マレー人のイスラム教徒た
ちにもこの屋台は評判になったという�。これは，
イスラム教徒にとっては彼らの料理のフロンティ
アを広げることに役立った。そして現在，このチ
キンライスは，さまざまな境界線を越えて，改宗
者，生まれながらのイスラム教徒，そして非イス
ラム教徒の華人，と広くシンガポール人に愛され
る一皿となっている。実際，この屋台のチキンラ
イスを食べにベドックに行くといいと示唆してく
れたのは，華人のシンガポール人の友人であった。
このチキンライスを通じて，華人の改宗者が示し
てくれたことは非常に興味深い。彼らの営みに
よって，華人の料理と認識されていたチキンライ
スは越境し，イスラム教徒改宗者と生まれながら

いるイスラム教徒たちが住むインドネシア，マレ
ーシアやシンガポールで，豚肉のサテーは一般的
なメニューには存在しない。しかしこの豚肉のサ
テーは，実はイギリス海峡植民地（シンガポール，
ペナン，マラッカ）に住む，華人とマレー人との
混血であるプラナカンと呼ばれた人々の間では料
理されていた。それが第二次世界大戦後，オース
トラリアにやってきたマレーシア華人たちによっ
て伝えられ，オーストラリアでは一般的なマレー
料理の一種としてマレーシア移民を表象してい
る�。マレーシアでは起こりえないこの豚肉のサ
テーの表象（イスラム国家であるマレーシアでは，
マジョリティがイスラム教徒であり， 非イスラム
教徒しか食さない豚肉のサテーがマレーシアを表
象することは考えられないため）が，越境した先
のオーストラリアで可能になるわけである。
同様にシンガポールにも，ハラル・チキンライ
ス，というメニューがある。シンガポールを代表
する料理としてあげられるチキンライスは，旅行
ガイドブックなどにも掲載されるほどに，シンガ
ポールの象徴的な表象として理解されており，華
人の料理として理解されている。従って，チキン
ライスがそのままでは，イスラム教徒たちが食せ
るメニュー（イスラム教の戒律に従って処理され
た食材及びその食材を使用して調理された料理）
にはならない。これをイスラム教徒にも食べられ
るように考えて作り出されたのが，ハラル・チキ
ンライスである。2002年に，著者がシンガポール
のスルタン・モスクで開かれていたインドネシア
人の家事労働者のための日曜学校でボランティア
に従事していた際に，ハラル・チキンライスが昼
食として提供された。その際に，ボランティアを
取り仕切っていたシンガポールのマレー人女性が
「シンガポールは多文化主義の国だから，（華人の
食べ物である）チキンライスが食べられるので
す」�と説明してくれた。その時点では，「ハラル・
チキンライスがシンガポールに存在するのは，多
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事例は，我々に日常生活の中で起きている越境に
ついて考察することを要求している。
シンガポールの多文化・多民族主義は，建国以
来の国家イデオロギーとして理解され，そのイデ
オロギーに基づき，多様なエスニック・グループ
を平和に差別なく，共存させているということが，
現代シンガポールの自信にもなっている。このた
め，エスニック・グループの間の不協和音につい
て語るのはタブーとされ，たとえ何かそこに問題
があっても，それを語らないこと，問題を起こさ
ないことが日常の実践として，染み込んでいる。
このために，他者が他者として存在している分に
は問題ないが，他者がエスニック・グループの境
界線を越境しようとするときに起こってくる軋轢
や差別的な言動，越境することによって新たに発
生するマイノリティをどう受け入れ位置づけてい
くのか，というような問題は，自己責任として片
付けられ，対処しないか，あるいは沈黙する。し
かし，国民国家形成の成功の物語の陰になってい
るこの沈黙にこそ，シンガポールの多文化・多民
族主義の抱える問題が，そして同時に可能性が潜
んでいる。
国民国家の成功のイデオロギーが求める社会
は，エスニック・グループの箱の中で，統治者に
理解できるように分類された国民が，統治者の思
う通りに行動してくれることである。これは，ま
さに，「シンガポール社会＝権威主義的体制政府
の政策」という一般的な方程式で説明できる社会
である。名著『アヘンと帝国：1800‐1910年にお
けるシンガポールの華人社会』�の著者でシンガ
ポール史研究者であるトロッキーは，彼の師であ
り，かつ旧友である故アンダーソンがシンガポー
ルをどう見ていたのかについて，以下のように記
している。

アンダーソンは，彼がシンガポールを非常
につまらないと思っていることを，飽きるこ

のイスラム教徒の領域まで広がって行った。レベ
スコの『食べられるイデオロギー』という本の中
で，食べ物の表象がどのような役割を果たすのか
について， 次のように捉えられている。

食べ物による表象は歴史的には単に文化的
な感覚を示すバロメーターとして理解されて
きました。しかし，実はこれらの表象は（単
なるバロメーターではなく）非常にアクティ
ブに，文化的な感覚及び逸脱への可能性を作
り出すものなのです�。

ハラル・チキンライスはこの逸脱の可能性を体
現している。生きるカテゴリーとなった「華人」
の中でマイノリティであること，そして，同じく
生きるカテゴリーである「マレー人」を構成する
重要な要素として理解されているイスラム教にお
いてマイノリティであること，これらが出会った
場所 ―ハラル・チキンライス― は，既存の
カテゴリーを逸脱しながら越境し，二つのコミュ
ニティを繫ぐスペースを，料理を通じて可能にし
たのだ。

Ⅳ．むすびに変えて

以上で検討してきたように，エスニシティの高
い壁を越えて，シンガポールでも人が混ざる場が
あり，日常的に越境が起こっている。葛藤や困難
を経験しながらも，時には周囲の理解を得られず
社会的なコストが大きい場合でも，人々は境界線
を越えて，新たな第三の場所を作っていく。越境
のイメージとは，往々にして，きらびやかなグロ
ーバライゼーションの象徴となるような大都市と
結び付けられている。しかし，実際には，いくつ
もの境界線に区切られて生きている我々は（それ
がシンガポールのようなエスニック・グループの
境界線でないにしても），自らの日常において，
無意識のうちに，越境している。シンガポールの
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となく，私に思い出させてくれる�。

アンダーソンやトロッキーとは異なる時代にシ
ンガポールを見ている者として，アンダーソンの
残した「シンガポールは非常につまらない」とい
う言葉をずらしていくような研究を展開するとす
れば，そのひとつの方法は，「シンガポール社会
＝権威主義的体制政府の政策」という一般的な方
程式から逃れるシンガポール社会を捉えることで
ある。使い古された方程式では，捕まえられない
現実があることを示していくことである。
建国50年以上を経て，暴力的ともいえるスピー
ドで，小さな後進国の島国からアジアのハブに伸
し上がったシンガポールは，今や自他共に，安定
した信頼のおけるネオリベラル・グローバル国家
として認識されるようになった。その社会が持つ
力は，分類して統治せよ，を既に超えている。こ
の論文の事例が示したように，逸脱することに
よって出会うさまざまなコストを，彼らが置かれ
た「あるべき通常の姿」と「逸脱」との十字路
（intersection）としてうけとめ，自分たちの現実
の生活でまかなえる方法を選びながら，越境して
いく力を，シンガポール社会は持っている。現代
シンガポール社会がより誇りに思うべきなのは，
統治のロジックによって建設されたエスニック・
グループの高くて厚い壁を，時にはコストを伴い
ながらも，乗り越えていけるような越境する力，
国民国家建設の成功物語だけでは語りきれない力
を持つ社会ではないだろうか。そして，そういう
力に気づき，均一でない他者の「自らを語る（表
象する）権利」�を認めていくことが，シンガポ
ール社会だけではなく，地球上のあらゆる現代社
会において，新たな可能性を生み出す重要な鍵と
なっているのではないだろうか。
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